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一一一一一三年（法文①～⑩）（以上「専修法学論集」第五九号
［一九九三年九月］）
二一一一一四年（法文⑪～⑳）（以上同六○号［一九九四年一一一
月］）
一一一一一一一五年一月～一○月（法文⑳～⑫）（以上向六一号
□
九
九
四
年
七
月
ご
川一一一一五年一一月～三一六年（法文⑬～⑮）（以上何六一一一
号［一九九五年三月］）
五一一一一七年～一二一九年三月（法文⑮～⑳）（以上「立教法
学」第四一一一号［一九九六年二Ｎ］）
六
三
一
九
年
四
月
～
七
月
（
法
文
⑳
～
⑯
）
（
以
上
同
囚
五
号
［
一
九
九
六
年
九
月
己
七
三
一
九
年
七
月
～
一
○
月
（
法
文
⑱
～
⑰
）
（
以
上
同
四
七
号
法
政
史
学
第
六
十
八
号
〈史料紹介〉
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
（Ｃａの門弓ロ①＆○の】目巨の）（一七）
三九九七年七Ⅱ］）
八一一二九年一一月～’一三○年一一月（法文⑯～⑪）（以
上
同
五
○
号
三
九
九
八
年
七
月
］
）
九一一一一一○年二月～一一三一年一月（法文⑫～⑪）（以上
同五一一一号［’九九九年七Ⅱ］）
○’一一一一一年二月～八月（法文⑪～⑰）（以上向五六号
［二○○○年八月］）
一一一一一一一年八月～一一一一一一一一年四月（法文⑰～⑯）（以上
同五八号［二○○｜年七月］）
一一一一一一一一一一年五月～’一一一一五年六月（法文⑰～⑳）（以上
『法政史学」第五七号［一一○○二年一一一月］）
三一一一一一五年六月～一一一二六年一一一月（法文⑳～⑳）（以上
同五九号［一一○○三年一一一月］）
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
研
究
会
（
代
表
後
藤
篤
子
）
七
八
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⑳
第
一
六
巻
第
二
章
第
七
法
文
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
ヌ
ミ
デ
ィ
ァ
加１ンスーフーリス（１）
（２）
州総督ウァレンティーヌスに〈一日一示す〉。
（３）
聖なる書物の読師、副助祭、その他の聖職者でありなが
（４）
ら
、
異
端
者
た
ち
の
不
正
に
よ
り
都
市
参
事
会
へ
と
召
し
出
さ
れ
た
者たちは〈都市参事会員の負担から〉解放され、今後はオ
（５）
リ
エ
ー
ン
ス
に
お
け
る
と
同
様
に
、
都
市
参
事
〈
玄
へ
決
し
て
召
し
出
一一一一二○年
’四一二二六年一一一月～七月（法文⑳～⑳）（以上向六二号
［二○○四年九月二
一五一二一一六年八月～一二一一七年一一一月（法文⑳～⑳）（以上
同六四号［二○○五年九月］）
一六一一一一一七年四月～’一一一一九年一一月（法文⑳～⑳）（以
上同六六号［二○○六年九月］）
一七一一一一一一○年一一月～三一一一一年八月（法文⑳～⑳）（以上
本誌）
承
前
、－〆
テオドシウス法典（Ｃａの〆弓ケのｏＱＣの］目巨の）（一七）（後藤）
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
完
全
な
免
除
を
保
持
す
べ
（６）
き
で
あ
る
。
ガ
ッ
リ
カ
ー
ヌ
ス
と
シ
ュ
ン
マ
ク
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
二
月
五日セルディカで付与す□
（１）８二三目の・州総督については、法文⑨註（１）、法文⑳註
（５）を参照。
（２）ご画］の三目ｍ・ヌミディア州総督の前にフラーミニァ・ピー
ヶーヌム州総督を務めた。、（・医日のの》」冬ご同》愚ミ》弓」缶
の二量西尾ロ・］七・℃四①（二・シご用・『シＦ・ご少畠三目ワニの］』）．
（３）一①：【①のｓご日○日目呂巨日の二百○号８己８〔①目巨の。｝＆口・
の○二．沖の目の》呂苣・一・によれば、キリスト教の聖職者は句教
①口の８己巨の、司祭□【①のワゴのＲおよび助祭畠８目のと、その他
の聖職者（副助祭のｇ己山８目印、読師一のＲ・【など）の問で
区
別
さ
れ
て
い
た
。
本
法
文
は
司
教
な
ど
の
高
位
聖
職
者
に
与
え
ら
れていた特権を下級聖職者にも拡大したものとされる。
（４）富の【＆Ｑ・名宛人がヌミディア州総督であることから、ド
ナ
ー
ト
ゥ
ス
派
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
本
法
文
と
同
じ二月五ＨのＨ付を持つコーンスタンティーヌス帝からヌ
ミ
デ
ィ
ア
の
司
教
た
ち
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
も
残
さ
れ
て
い
る
（○℃白目の》シ弓・房）。なお、ドナティズム問題については法
文⑧も参照。
（５）の。二・沖のｓの〕＆ケ」・は、本法文のオリエーンスがオリ
七
九
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正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
ア
ー
シ
ア
管
区
総
監
た
る
ぺ
（１）
ルフェクティッシミー級の一アルトウッリアーヌスに〈宣示
す〉。もし何ぴとかが先に自らの権利のもとにある土地が侵奪
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
訴
訟
を
申
し
立
て
、
そ
の
訴
訟
に
所
有
権
と
並
ん
で
境
界
に
関
す
る
論
争
が
伴
う
な
ら
ば
、
ま
ず
所
有
地
に
関
す
る
審
理
を
終
え
、
次
い
で
土
地
測
量
役
が
当
該
の
土
地
に
赴
く
よ
う
命じられること。その結果、真実が明らかとされた上で、
こ
の
種
の
係
争
が
終
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
も
し
相
手
方
が
当
該
の
土
地
の
所
有
権
を
獲
得
し
な
が
ら
、
土
地
の
論
争
が
手
順
⑳
第
二
巻
第
二
六
章
第
一
法
文
エ
ー
ン
ス
道
を
示
す
の
か
帝
国
東
方
を
示
す
の
か
不
明
と
し
て
い
る
。
な
お
、
出
生
に
よ
り
都
市
参
事
会
員
で
あ
る
者
お
よ
び
財
産
ゆ
え
に
都
市
参
事
会
員
と
し
て
適
格
と
判
断
さ
れ
た
者
は
聖
職
者
に
選
任
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
旨
を
規
定
し
て
い
る
法
文
③
が
、
オ
リ
エ
ー
ン
ス
道
長
官
宛
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
（
６
）
聖
職
者
の
免
除
に
関
す
る
一
連
の
コ
ー
ン
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
の
勅法としては、法文⑧、法文⑯、法文⑩、法文⑳を参照。
法
政
史
学
第
六
十
八
号
八
○
（２）
に則って決着することができないようにするため、身を潜
め
て
遅
滞
を
も
た
ら
す
な
ら
ば
、
土
地
測
量
役
を
選
ん
で
そ
の
土
地
に
差
し
向
け
よ
。
そ
の
結
果
、
誠
実
な
調
査
に
よ
っ
て
、
当
該
の
土
地が土地を保有している者のものであることが判明したな
らば、原告は敗れて立ち去るであろう。これに対して、法
廷
に
最
初
に
訴
訟
を
持
ち
込
ん
だ
者
の
主
張
が
明
ら
か
と
な
っ
た
な
らば、相手方は侵奪者として告示〈による〉罰を受けるで
（３）
あろう。ただし、〈この処置は〉相手方が暴力によって、
その土地を侵害したことが確かな場合である。なぜなら、
所
有
者
の
過
誤
や
不
注
意
の
せ
い
で
土
地
が
他
の
者
に
占
有
さ
れ
た
場
合
に
は
、
占
有
し
た
側
は
た
だ
土
地
だ
け
を
手
放
す
べ
き
な
の
だ
から。ガッ
リ
ヵ
ー
ヌ
ス
と
シ
ュ
ン
マ
ク
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
二
月
（４）
一一一一日ベッスムで付与す。
（１）『の耳二一目巨の．この人物は本法文からしか確認されない。
帛閂」門同・一）己．、の、（日向幻『ごＰＦＲシｚ『の骨）。
（２）二目］白の①ロのパンクチュエーションを採用し、一・８日日
Ｃａ日①》①一の、盲の四日目①己の。【と読む。二四回は－．８日員Ｃａ日①
①｝自白のの読みで、「手順に則って選び出された土地測量
役
」
と
い
う
訳
出
を
行
っ
て
い
る
。
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（３）ロ。①目の＆＆・三・のＣ①の言（●・岳①可の目の）＆ケ」・所収）は、
私
暴
力
に
関
す
る
ユ
ー
リ
ウ
ス
法
二
学
説
彙
纂
」
第
四
八
巻
第
七
章
第
一
法
文
）
や
、
境
界
の
恐
意
的
変
更
に
関
す
る
ハ
ド
リ
ア
ー
ヌ
ス
帝
の
勅
答
（
「
学
説
彙
纂
」
第
四
七
巻
第
二
一
章
第
二
法
文
）
と
い
っ
た
刑
事
罰
の
存
在
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
こ
の
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
の
勅
法
が
全
体
と
し
て
は
民
事
訴
訟
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
、
当
該
箇
所
の
告
示
は
目
二
の
ａ
に
関
す
る
法
務
官
杵
示
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
土
地
を
侵
奪
さ
れ
た
背
は
侵
奪
行
為
に
よ
っ
て
受
け
た
損
害
を
侵
奪
者
か
ら
皿
複
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
「
学
説
彙
纂
」
第
四
三
巻
第
一
六
章
第
一
節
第
一
二
一
法
文
の
法
務
官
需
示
の
内
容
が
、
本
法
文
当
該
箇
所
の
告
示
の
罰
に
あ
た
る
と
す
る
。
な
お
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌス帝の出した暴力行為に関する勅法については法文⑱、
法文⑩、法文⑩を参照。
（
４
）
写
本
上
で
は
国
の
里
と
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
地
名
は
他
史
料
か
ら確認されない。二・日目の①Ｐ己・ｏｎど【閂》の①の民》閃へ鳴②§》ご・
』二ｍ四目①の》目諄邑臼邑ミ》己．『のはトラーキァ地方の因①のの四‐
己閂四と考える。なお、コーンスタンティーヌス帝の何勅法
を収録する「勅法彙纂」（第一一一巻第一一一九章第三法文）の
四
四
一
・
目
目
の
ｅ
ｇ
は
、
付
与
地
と
し
て
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
を
記
載
し
て
い
る。
テォドシウス法典（○・Ｑ①滉日冨己。⑫一目この）（’七）（後藤）
同
Ｔ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
道
長
官
職
の
代
理
た
（１）
る管区代官ウァレリアーヌスに〈官一示す〉。
利
得
に
関
し
て
、
法
を
知
ら
な
い
女
性
で
あ
っ
て
も
通
常
は
救
済（２）
さ
れ
な
い
も
の
の
、
こ
の
こ
と
は
．
ま
だ
成
年
年
齢
に
達
し
て
い
な
い
女
性
に
対
し
て
は
、
適
用
さ
れ
な
い
旨
、
以
前
の
皇
帝
た
ち
の
法
規
が
公
に
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
結
婚
の
愛
情
が
消
え
去
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
に
何
か
非
道
な
こ
と
が
決
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
我
等
（３）
は
以
下
の
よ
う
に
定
め
る
。
す
な
わ
ち
、
結
婚
の
時
点
で
、
未
成
年
（２）
年
齢
で
あ
る
将
来
の
妻
に
財
産
が
贈
与
さ
れ
て
引
き
渡
さ
れ
た
と
き
に
は
、
か
つ
て
夫
が
贈
与
を
公
簿
に
登
録
す
る
こ
と
を
欲
し
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
し
て
、
そ
れ
ら
財
産
が
返
還
請
求
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
ガ
ッ
リ
カ
ー
ヌ
ス
と
シ
ュ
ン
マ
ク
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
四
月
二九日に付与す。
⑳
第
三
巻
第
五
章
第
三
法
文
（１）ご囚一①昌目の．●・弓◎沖の目の．＆ず・一・は、本法典第六巻第一一一八
章第一法文の勺呉①日巨の『四一の昌自のと同定する。酉島田・】七・
田、〈ごシＦ向田シｚラー）は、どこの管区かは不明とした上
で、おそらくは勺呉①日巨の『四一①１四目のと同一人物だろうとす
八
一
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⑳
第
一
五
巻
第
二
章
第
一
法
文
（１）
コ
ー
ン
ス
タ
ン
ー
プ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
水
道
長
官
マ
ク
シ
ミ
リ
ァ
ー
（２）
ヌスに〈一旦示す〉・
水
道
が
通
っ
て
い
る
地
所
の
所
有
者
た
ち
が
臨
時
の
負
担
か
ら
免
除
さ
れ
る
こ
と
を
我
等
は
望
む
。
こ
れ
は
、
汚
れ
で
つ
ま
っ
た
水
道
るＣａ・帛閂培囚向・］〉己．①四℃（勺呉の【口巨の『四一①口凹皀巨の］、）．
（２）四の白の冒己①］詩、亘言日四の目①ロ］・のＣ＆Ｃ庁①目、．且ず・一・は、同
じ
意
味
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
三
国
四
の
目
の
Ｂ
８
ｐ
の
〔
言
国
①
を
日
冒已一畳宮の自己の８己の〔言白①と言い換え、さらに、三日
四の目の日と口冒・円四①白のとには差がないとする。が、四①白の
ロ①弓ｎｓは常に二五歳であるともするので、回①白の冒已一目の
は図①白の一目の号の白と同義となり、帝政前期の「未成熟年
齢
」
の
意
味
を
前
者
が
有
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
年
齢
に
つ
い
て
は、法文⑭、法文⑯識（３）、法文⑪註（２）を参照。
（３）〔①日ロ貝①ご弓（】自日ロ・の○ｓ○吋①ｓの》＆ケ・｝・は、ロ弓（一四①を
②ｂｇの島国と理解し、語順として園＆白①の後に置かれるべ
（２）
き
で
あ
る
と
し
て
、
文
意
を
「
未
成
年
年
齢
で
あ
う
○
将
来
の
妻
に
婚
約
の
時
点
で
財
産
が
贈
与
さ
れ
て
引
き
渡
さ
れ
た
と
き
に
は
」
と
す
うＣに
法
政
史
学
第
六
十
八
号
管
が
こ
の
者
た
ち
の
働
き
に
よ
っ
て
清
掃
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
別
の
務
め
を
果
た
し
て
い
る
者
た
ち
が
水
道
の
清
掃
を
行
う
と
い
っ
た
事
態
に
立
ち
至
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
追
加
課税に関わる何か他の負担が当該所有者たちにのしかかっ
てきてもならない。〈水道管の清掃を〉なおざりにした場
合
に
は
、
地
所
の
喪
失
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
怠慢によって水道を危機にさらした者の地所は、国庫のも
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
水
道
が
通
過
す
る
地
所
の
所
有
者
た
ち
は
、
水
道
本
体
か
ら
左
右
両
側
と
も
に
一
五
ペ
ー
ス
の
間
隔
を
あけて樹木を植えることを承知すべし。これらの樹木が育
ち
す
ぎ
た
と
き
に
は
、
そ
の
根
が
水
道
施
設
を
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
（３）
のないように、伐採するよう貴官の部署は監督すべし。
ガ
ッ
リ
カ
ー
ヌ
ス
と
シ
ュ
ン
マ
ク
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
五
月
一八日に付与す。
（１）８口三目：皀巨閂巨日・前一一年にアゥグストゥス帝によっ
て水道庁の員目皀閂巨日が創設され、元老院級の水道管理長
官ｎ日四ｓ目Ｐ巨閂巨日が水道にかかわる業務全般を統括する
よ
う
に
な
っ
た
。
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
帝
の
時
代
に
は
さ
ら
に
組
織
が
拡充され、騎士級の水道管理官官。Ｏ貝呉・日名閂巨曰が水道
管
理
長
官
の
指
揮
の
下
、
よ
り
技
術
的
な
水
道
管
理
業
務
を
担
う
よ
八
一
一
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⑳
第
二
巻
第
二
六
章
第
二
法
文
う
に
な
っ
た
。
本
法
文
に
登
場
す
る
水
道
長
官
８
口
の
已
閂
】
の
呂巨閂目］は元首政期の水道管理長官職の流れをくむもの
で
、
同
じ
く
元
首
政
期
の
水
道
管
理
官
の
後
継
に
あ
た
る
ポ
ス
ト
と
して水道監督官８日①のざ口目【目］があった。、二二・両民》二の
⑦【Ｃニニケ。｛シロョ一己の〔国〔弓①勺○の［の》旨〔】』帛閂）ぐ○一・］］・己・画四℃》］○二ののご
ト昂罵ｗ）つつ。①①〕の（①①Ｐ
なお、法文⑳では、８口の已昌の呂巨日目］を「水道符班長」
と訳したが、元竹政期の水道管理長官２日［ＣＲｇｇ日日お
よび水道符理宿□【○日目Ｓ【目目日日と訳し分けるために、
今後、８口邑呂の２日日日は「水道長官」と訳す。
（２）二目言一一一目巨の・酉島田・一ら・ヨロ（乏巨ごｍ二房酉二円ｐここの
囚
）
は
、
本
法
文
の
名
宛
人
マ
ク
シ
ミ
リ
ァ
ー
ヌ
ス
を
、
三
二
六
／
一一一一一一一一一年に言、一目印の言この８日ののであったユーリウスⅢマク
シ
ミ
リ
ア
ー
ヌ
ス
と
同
定
し
て
い
る
。
（３）田【Ｃ三目の》□：倉鳥曼（貢］霊｛・によれば、墓地、建造物、
樹
木
が
水
道
施
設
の
駆
体
に
し
ば
し
ば
被
害
を
与
え
て
い
た
た
め
、
共
和
政
末
期
の
元
老
院
決
議
に
よ
っ
て
、
水
道
施
設
の
地
表
部
分
に
つ
い
て
は
向
側
一
五
ペ
ー
ス
分
、
地
下
部
分
に
つ
い
て
は
両
側
五
ペ
ー
ス
分
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
そ
こ
に
墓
地
、
建
造
物
、
樹
木
を
配
し
て
は
な
ら
な
い
冑
、
決
ま
っ
た
と
い
う
。
テオドシウス法典（Ｏｏｑの〆日冨。□。⑫一回目⑫）（一七）（後藤）
（－）
同（Ⅱコーーンスタンティーヌス）帝が首都長官バッスス
に〈宣示す〉。
境界に関する訴訟を提起した人物が、判決によって何ら
か〈の境界〉が画定されるより前に、他人の土地を自分の
も
の
と
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
の
だ
と
判
明
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
（２）
人物は悪意で請求したｊｂのを失うべし。のみならず、各人
が
己
の
も
の
に
満
足
し
て
他
人
の
権
利
の
も
と
に
あ
る
土
地
を
請
求
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
そ
の
者
は
、
土
地
の
侵
犯
者
で
あ
っ
た
以
上
、
訴
訟
で
敗
れ
た
も
の
と
し
て
、
手
に
入
れ
よ
う
と
試みた分だけ〈自らの〉土地を手放すべし。
（３）
ガ
ッ
リ
カ
ー
ヌ
ス
と
、
ン
ユ
ン
マ
ク
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
六
月
（４）
一一○口ｕに読み上げ記録す。
（１）因閉の臣の．この年の首都長行としてバッススなる人物は確
認されない。従って、Ｗ職名か⑫ｇのｓ已○のいずれかに誤
記があると考えられる。の①①。【》記（輯亀邑も．］国、勇田）一七・
］望（旨ご言因四ｍの巨の】←）は、コーンスル年を尊重し、この
人物を一一一一八‐三三一年に道長向を務めているユーニウス
Ⅱバッススとする。の。ｇ○吋の目の》＆ヶ」・や二○日日の①Ｐ＆ず」・
も
三
一
七
年
の
首
都
長
官
セ
プ
テ
ィ
ミ
ウ
ス
Ⅱ
バ
ッ
ス
ス
の
可
能
性
を併記しながらも、この法の分類としては一一一一一一○年を採用
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⑳
第
一
六
巻
第
八
章
第
二
法
文
し
て
い
る
。
セ
プ
テ
ィ
ミ
ウ
ス
Ⅱ
バ
ッ
ス
ス
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑭
註（１）、法文⑰註（３）、法文⑳註（１）なども参照。
（２）の】８口三〔の国〔①巨日……［の日の三四一一の目日巨のロ日日のぐ○百ｍｍの）
口目の。｝色目一□Ｐ臣・ロ日四一の己①【①富国目目（・当該箇所を●・ｇｏ‐
可の目の》昌彦・］・は訴訟未決中に当事者が他人の土地を侵奪す
る
こ
と
を
指
す
と
解
す
る
。
し
か
し
、
テ
キ
ス
ト
に
は
「
望
ん
で
い
た
」
と
あ
る
の
み
で
、
必
ず
し
も
実
力
行
使
の
存
在
を
前
提
と
し
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
境
界
の
位
置
が
本
来
は
違
う
位
置
に
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
多
く
の
土
地
が
自
分
の
も
の
と
な
る
こ
と
を
望
ん
で
境
界
に
関
す
る
訴
訟
を
提
起
す
る
と
い
う
状
況
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
訳
出
に
あ
た
っ
て
は
「
悪
意
で
請
求
し
た
」
と
い
う
日
本
語
訳
を
採
用
し
た
。
（３）の。ｇ○吋①ｓの》且可」．および三・日目の⑦Ｐ且・ず」・は首都長官
バ
ッ
ス
ス
の
官
職
就
任
年
に
鑑
み
て
、
写
本
上
の
「
ガ
ッ
リ
カ
ー
ヌ
ス
と
シ
ュ
ン
マ
ク
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
（
Ⅱ
三
一
一
一
○
年
）
」
が
「
ガ
ッ
リ
カ
ー
ヌ
ス
と
バ
ッ
ス
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
（
Ⅱ
三
一
七
年
と
の
誤
写
で
あ
る
可
能
性
を
提
起
し
て
い
る
。
（４）｝の：凶已巨：ＲＰ法文⑲註（４）参照。
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
道
長
官
ア
ブ
ラ
ー
法
政
史
学
第
六
十
八
号
八四
（１）
ウィウスに〈宣示す〉。
パ
ト
リ
ア
ル
カ
ま
つ
た
き
忠
誠
を
も
っ
て
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に
父
長
（２）
や長老として我が身を捧げており、一一一一口及された宗派内に蟇
ム
ネ
ラ
ら
し
つ
つ
自
ら
が
法
を
司
っ
て
い
る
者
た
ち
は
、
市
民
の
負
担
と
同
ム
、
不
ラ
（３）
ｒ
）
く
個
人
の
負
担
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
確
実
に
免
除
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
べ
き
こ
と
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
者
た
ち
が
い
ま
都
市
参
事
（４）
会
員
で
あ
る
場
〈
口
で
あ
っ
て
も
、
彼
ら
は
決
し
て
何
ら
か
の
随
行
（５）
義
務
に
指
名
当
」
れ
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
種
の
人
々
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
っ
て
も
決
し
て
、
今
い
る
場
所
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
い
ま
都
市
参
事
会
員
で
な
い
〈
聖
職
〉
者
た
ち
は
、
永
久
に
都
市
参
事
会
員
職
を
免
れ
る
べ
き
こ
と
。
ガ
ッ
リ
カ
ー
ヌ
ス
と
シ
ュ
ン
マ
ク
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
二
月
二
九
日
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
で
付
与
す
。
（１）き］菖巨の．この人物については、法文⑪註（１）、法文⑳
註（４）、および法文⑳註（１）を参照。
（２）ｇヨ閂の宮①ぐの一宮①のブゴ＆・「総主教」ではなく、「父長」
と訳すことにしたで四三日の宮①については、法文⑬註（３）
を参照。「長老」ロ①各ゴ＆はシナゴーグ聖職者の呼称の一
つ
で
あ
り
、
法
文
⑬
に
お
け
る
圓
冒
①
⑭
と
同
義
と
思
わ
れ
る
。
只
・
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］○コの⑫》臣内向》ご・①急．なお、の○三Ｃ可①Ｓの》己・声・一・はっ【の⑫ワゴの１
はシナゴーグ聖職者とするが、法文⑬の【三日①のは違う意
味にとる（法文⑬註（２）を参照）。
（九．）〔四『ロつのＨｍＣｐ図ニワ臣の□巨四ＲｐＱぐ一一一ウ巨のロ〕巨己の【一つこ⑫。『ご巨二①【■［ご巨二］Ｃｌ
己一四あるいはロ］目①日已呂｝富（公共の負担）とも言われる
「市民のムネラョ目の国の三一国」とは、本来は「市民が果た
す
べ
き
諸
負
担
の
総
称
」
で
あ
り
、
「
精
神
的
配
慮
と
身
体
労
働
に
よって」果たされる「個人の負担日目の日已の【の。ｇ旨》日巨‐
ロの【この【の。旨の」と、個人の財産からの金銭や物資の供川に
よって果たされる「財産への負扣日目の国９日目自巨一四》
曰目の日目日日◎己」とに大別される。また、前者のうち
「身体労働を伴う下級の負担日目の国の◎三ｇ８ＢＣ邑団」と、
財
産
に
課
さ
れ
る
物
的
負
担
の
幾
つ
か
は
、
「
下
級
の
負
担
日
目
①
目
印
・
三
目
」
と
呼
ば
れ
る
、
諸
負
担
の
一
区
分
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
法
文
⑤
註
（
３
）
お
よ
び
法
文
⑳
註
（
７
）
．
テオドシウス法典（ＣｏＱの〆弓冨。□。⑫一旨こめ）（’七）（後藤）
と
こ
ろ
で
、
法
文
⑳
註
（
７
）
に
あ
る
よ
う
に
、
す
で
に
帝
政
前
期
か
ら
「
市
民
の
負
担
」
と
い
う
語
が
免
除
特
権
と
の
関
連
で
一
言
及
さ
れ
る
と
き
に
は
、
財
産
に
課
さ
れ
る
負
担
を
除
い
た
、
「
個
人
の
負
担
」
か
ら
の
免
除
の
み
を
意
味
し
て
い
た
。
だ
が
、
本
法
文
に
お
い
て
は
「
市
民
の
負
担
」
が
、
そ
の
「
個
人
の
負
担
」
と
併
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
後
段
で
具
体
的
に
言
及
さ
れ
て
い
る
の
が
随
行
義
務
か
ら
の
免
除
で
あ
る
の
で
、
本
法
文
に
お
け
る
「
市
民
の
負
担
日目①国口ぐ一一団」は、「国家に対して果たされるべき個人的
（ｕ）．（胆）を参照。
⑳
第
四
巻
第
八
章
第
七
法
文
年
（１）
同（Ⅱコーンスタンーナィーヌス）帝が道長官バッススに
負
担
」
と
対
比
し
て
、
「
都
市
に
対
し
て
果
た
さ
れ
る
べ
き
諸
負
担
」
と
い
う
字
義
通
り
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
都
市
参
事
会
員
が
都
市
に
対
し
て
果
た
す
べ
き
諸
負
担
に
つ
い
て
は
、
後
出法文⑳註（４）を参照。
（４）法文⑬（三二一年一一一月一一日付与）によって、それま
で
は
異
教
祭
儀
や
皇
帝
崇
拝
の
義
務
を
伴
う
都
市
参
事
会
へ
の
加
入
が
免
除
さ
れ
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
教
徒
を
、
都
市
参
事
会
に
加
え
る
こ
と
が認められた。
（５）ロ◎の①、三・二のの・の。〔ご耳の目の》＆プ」・は本法典第一二巻第八
章の章題に用いられている意味、すなわち、公金目白官‐
三日搬送への随行義務とする。ロ。⑰の、＆・には他に、都市
の同職組合に課される公共便用牛馬の搬送義務（ロ・の①２‐
ｇ
三
日
巴
旨
日
）
や
、
法
文
⑪
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
囚
人
移
送
の
際
の警護義務などもあった。、（・］目①の》屋氏己。、＄》西の巨日目員
の①ｎ戸の｜・印・ぐ・［つ［○の①、巨〔】①］。
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〈宣示す〉。
（２）
一六年間善意で自由のうちに留まっている者たちを〈自
（３）
由を時効取得した］日の〉抗弁によって請求者たちから防御
（４）
す
る
法
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
は
、
女
奴
隷
の
母
と
生
来
自
由
人
の
父
か
ら
生
ま
れ
て
そ
の
期
間
中
両
親
の
も
と
で
自
由
状
態
の
う
ち
に
留
ま
り
続
け
た
者
た
ち
に
と
っ
て
助
け
と
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
〈主人のもとでの〉奴隷状態からの請け出しや替わりとな
（５）
る
若
い
奴
隷
の
引
渡
な
い
し
特
有
財
産
の
分
与
１
１
ｌ
こ
れ
ら
の
権
原
は
、
も
し
訴
え
ら
れ
た
者
が
そ
の
う
ち
の
何
ら
か
の
方
法
を
用
い
て
一
六
年
間
白
早
田
の
う
ち
に
留
ま
っ
た
場
合
に
は
、
彼
を
隷
属
の
拘
束
か
ら
解
放
し
う
る
ｌ
が
証
明
さ
れ
え
な
け
れ
ば
、
〈
自
由
の
〉
適
法
な
占
有
は
正
当
に
開
始
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
自
由
の
行
使
が
空
し
く
言
い
立
て
ら
れ
て
い
る
〈
に
す
ぎ
な
い
〉
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
共
通
の
法
に
よ
れ
ば
生
ま
れ
た
者
は
母
の
身
分
に
従
う
こ
と
が
必
要
な
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
、
た
と
え
女
奴
隷
が
主
人
の
寝
台
に
上
が
っ
た
と
し
て
も
、
主
人
に
対
し
て
白
早
田
身
分
の
子
で
は
な
く
奴
隷
の
子
を
も
う
け
る
の
で
あ
る
。
バ
ッ
ス
ス
と
ア
ブ
ラ
ー
ウ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
二
月
二
八日に付与す。
（１）国四の印巨の・道長官国四ｍの巨印については、、罠同・」もつ」切筐．
法
政
史
学
第
六
十
八
号
（白ご言因四ｍの房匡）および法文⑩註（１）参照。なお、同
名の首都長官因四ｍの口のやイータリア管区代官医のの臣のとの関
係
に
つ
い
て
は
、
法
文
⑭
註
（
１
）
、
法
文
⑪
註
（
３
）
、
法
文
⑱
註
（２）、法文⑳註（１）、法文⑳註（１）、法文⑳註（１）も
参照。
（２）す。Ｂ丘①の・す。目宜①のはローマ法の術語として様々な領域
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
訴
訟
法
・
債
権
法
領
域
に
お
い
て
は
「
信
義
誠
実
」
、
物
権
法
と
り
わ
け
時
効
取
得
法
領
域
に
お
い
て
は
「
善
意
」
（
法
律
用
語
と
し
て
の
「
善
意
」
は
、
「
あ
る
事
情
を
知
ら
な
い
こ
と
」
を
指
す
）
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
（
原
田
慶
吉
「ローマ法」（法文⑭註（２）所引）、国・西目の①一一百ヶ冨旦の可
冨巳ミヨ・の①一ウ》記号房ｓ困騨爲萱（法文⑳註（２）所引）など
を参照）。しかし、ワ。ｇ量①のはローマ法のすべての領域に
お
い
て
単
な
る
「
善
意
」
以
上
の
も
の
を
意
味
し
た
と
す
る
最
近
の
見解（し庁の』のｏ旨のＨ・国・目筐のの‐ぬ貝円の一目ワの》》日函凶四ｍ
届口［四○ｓ］》弓・］‐臼）や、時効取得においてもす○日三①の
は
「
あ
る
事
情
を
知
ら
な
い
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
の
「
善
意
」
と
完全に一致するわけではないとの見解（三関【四の禺完。｝｛
唇］芦の一．ご言言言コミ蔦曼］のシ三・［冨旨ＳのＰｍｓｍ］も．
Ｅ⑤）もあり、本法文におけるケ自国医①のをいかに解すべき
か
が
問
題
と
な
る
。
本
法
文
や
デ
ィ
オ
ク
レ
ー
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
帝
の
勅
法
（
本
法
文
註
（
４
）
）
に
お
い
て
は
身
分
法
に
関
わ
る
「
自
由
の
時
効
取
得
」
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
は
、
財
産
法
領
域
に
お
け
る
時
効
取
得
で
要
求
さ
れ
る
「
信
義
誠
実
」
と
い
う
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よ
り
は
、
「
ｎ
分
が
、
川
身
分
で
な
い
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
事
実
上
自
由
の
う
ち
に
留
ま
っ
て
い
た
こ
と
」
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
の
で
、
従
来
の
理
解
に
従
っ
て
「
善
意
」
と
訳
し
て
お
く
ことにする。
（３）已日の⑫ａ目Ｐ本来は方式書の「請求表示三①己。」の直前
に
付
加
的
に
書
か
れ
る
「
前
書
」
の
意
味
で
あ
る
が
（
法
文
⑳
註
（３）参照）、「被上川のための前件己『四①の日已○口・【の。」はす
で
に
の
旨
の
の
頃
に
は
「
抗
弁
」
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た。紀元後二世紀末には、属州の土地に使用取得臣の臣８百○
制
度
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
の
不
備
を
補
う
た
め
の
時
効
取
得
の
制
度として、「長期間〈占有〉の抗弁口四ののａｇｏ一目四〔の日ロ。‐
１の」（原告・被土口がＭ一地域に住所を有する場合は一○年、
異
な
る
地
域
に
住
所
を
有
す
る
場
合
は
二
○
年
の
占
有
に
よ
っ
て
属
州
の
士
地
の
時
効
取
得
が
認
め
ら
れ
る
）
が
、
勅
法
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
、
後
に
は
動
産
に
つ
い
て
も
承
認
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
「
長
期
間
〈
占
有
〉
の
抗
弁
」
に
よ
る
自
由
の
時
効
取
得
を
最
初
に
認
め
た
の
は
、
紀
元
後
三
○
○
年
の
デ
ィ
オ
ク
レ
ー
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
帝
の
勅
法（次註（４））であるとされる。、｛・二・【閉①【完．【己［の一・
８．，畳弓・謡》后①‐居『。
（
４
）
デ
ィ
オ
ク
レ
ー
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
帝
に
よ
っ
て
三
○
○
年
に
付
与
さ
れ
た
勅
法
（
「
勅
法
彙
纂
」
第
七
巻
第
二
二
章
第
二
法
文
）
は
、
正
当
に
、
山
の
占
有
を
開
始
し
て
二
○
年
間
善
意
で
、
川
人
と
し
て
過
ごしてきた者に「自由優遇菌ぐ○二一ウの耳呂の」によって自由
を認めたが、コーンスタンティーヌス帝は、ここで一一一一呵及さ
テオドシウス法典（Ｃａの〆目ケの。」。⑫一目巨の）（一七）（後藤）
れ
る
現
存
し
な
い
法
に
よ
っ
て
こ
れ
を
一
六
年
間
に
短
縮
し
た
と
の弓っのは推測する。、二・口・の弓宣旨ミロミ動薑言菖巨討
』ミミミ言二命同》ごミミＣ・魯冒ミミォミミミ悪ト喧吻ミミ・
（法文⑭註（７）所引）『已・四匹・の○三○可＆尻》四二・一・も、ここ
で一一一一口及される法はコーンスタンティーヌス帝自身が発布し
た
法
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。
（
５
）
本
法
文
で
一
言
及
さ
れ
る
法
や
デ
ィ
オ
ク
レ
ー
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
帝
の
勅
法
（
前
註
（
４
）
参
照
）
は
、
ｎ
川
を
時
効
収
得
す
る
た
め
の
要
件として、「善意」、「二○年間（本法文で一一一一口及される法に
よれば一六年間）中断なしに白由状態にあること」、「正当
に
、
山
の
占
有
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
（
こ
れ
は
「
善
意
」
と
「
正
権
原」を含む要件と解されている。、｛・言・蚕の自完・房己〔①｝〕ｇ・
具も」図①）」を挙げている。のＣＳＣ可①目の）昌彦」・は、「Ⅲ権
原
」
を
満
た
す
た
め
に
は
、
生
来
、
山
人
た
る
父
親
が
子
の
た
め
に
行
う
「
〈
女
奴
隷
の
主
人
の
も
と
で
の
〉
奴
隷
状
態
か
ら
の
請
け
Ⅲ
し
」
、
生
来
自
由
人
た
る
父
親
が
女
奴
隷
の
主
人
に
対
し
て
行
う
「
替
わ
り
と
な
る
若
い
奴
隷
の
引
渡
」
、
女
奴
隷
の
主
人
が
了
に
対
し
て
行
う
「
特
有
財
産
の
分
与
」
の
い
ず
れ
か
一
つ
が
必
要
と
さ
れ
た
と解し、蚕の①【上目ごミ冴＆三宝旨ミｓ二（法文⑮註（２）
所引）も．』題》ご・四ｍは、生来自由人たる父親が子のために行
う「〈女奴隷の主人のもとでの〉奴隷状態からの請け出し」
ま
た
は
「
特
有
財
産
を
有
す
る
、
替
わ
り
と
な
る
奴
隷
円
。
巨
の
ぐ
】
‐
・目９２日ロの２一ｓの引渡による請け出し」が必要とされた
と解するが、の。＆・沖①目のの理解のほうがテキストに忠実
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⑳
第
五
巻
第
九
章
第
一
法
文
（１）
コーンスタンーアィーヌス帝が道長官アブラーウィウスに
〈宣示す〉。
父
ま
た
は
主
人
の
意
思
と
認
識
の
も
と
で
家
か
ら
棄
て
ら
れ
た
男
児または女児を拾って、自らの養育費で丈夫に育てた者は
誰であれ、ｎらの手で拾った子がそうなるようにと望んだ
とおりの身分で、すなわち、息子〈という身分〉であれ奴
隷〈という身分〉であれ、その子をそうしようと決めたと
おりの身分で、拾った子を手元に置くことができる。認識
しつつ自らの意思で、生まれたばかりの奴隷または子を家
から棄てた者たちによる返還請求の騒動はすべて、断固と
し
て
遠
ざ
け
ら
れ
て
あ
る
べ
し
。
バッススとアブラーウィウスがコーンスルの年の四月二
七日コーンスタンティーノポリスで付与す。
（１）シ言ご言・この人物については、法文⑳註（１）を参照。
法
政
史
学
第
六
十
八
号
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
⑳
第
八
巻
第
一
章
第
二
法
文
同（Ⅱコーンスタンティーヌス）帝が〈宣示す〉。
（１）
貴官の部署から離れた所にいて、勤労と忠順による功績
を何らあげていない者たちが、勤務に励む者たちに与えら
れるべき地位に入り込むことができないようにするため、
（２）
書記たちが自らの地位と〈昇進〉順序に従って記録簿に近
（３）
づき、他の者たちは排除し、その管理の任に就くことが望
ましい。したがって、書記たちの間では、各人が〈勤続〉
期間に応じてその地位を獲得する資格を得るのとＭ様に、
〈昇進〉順序と功績に準じて〈その地位を〉得るべきこ
と。バッススとアブラーウィウスがコーンスルの年の七月一
（４）
日
ト
レ
ー
ウ
ィ
リ
ー
で
付
与
す
。
（１）⑪ロニョ旨の白四・の。＆・可①ｓ⑫》且声・一・はこの呼称から、本法
文
が
道
長
官
に
宛
て
て
送
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
「テオドシウス法典』巾でⅢいられる敬称を研究した【三・
二呉亘⑪①Ｐ贋閂日己の１四一国目・『一｛一口の：このの目〔○円国一の［四目の動》日
亘の日（ａ・）》［、ミ）》ｍＣａ、賃§こ』量香ミごミトロ言』ミミミご》○〆‐
ざ己三の言ご◎畳四○○］》弓』「①‐ご「所収の表によれば、コー
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（３）＆８日日①ごＢ１Ｃの四Ｒａの［①．この「記録簿に近づく」とい
う表現を］目①の》ｇ・＆・七・ｍの『およびご・①②（ご」医』）は、
８
日
日
の
弓
日
の
量
の
の
地
位
に
昇
進
す
る
こ
と
で
あ
る
と
解
し
、
三
三一年の時点で道長而庁の階梯が前註で見たように〔目ロー
ｎ①己の１８『冒巨一閂旨の１８目どの昌皀①己のｌ書記たち〕という
体裁をとっていたと考える。これに対し、の○二・吋①Ｓｍ》＆
ず．｝・はこの地位を８【目］８月一①己のとする解釈には否定的
で
あ
る
。
彼
は
、
む
し
ろ
「
記
録
簿
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
に
な
る
」
と
い
う
よ
う
に
こ
の
箇
所
を
解
釈
し
て
、
書
記
た
ち
の
長
で
あ
る冒己、の『旨のの胃①ロ〔①日日になることであろうとする。な
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
の
時
代
に
⑫
ｇ
一
百
旨
の
の
敬
称
が
使
わ
れ
．
メ
ス
ている官吏と－）て、道長官以外に‘も、首都長官、総監が確
認される。
（２）①×８℃［。【①の．］○口の⑫ト門口）弓・ロ①、》記『‐のによれば、道長向
庁
は
大
別
し
て
、
司
法
・
行
政
部
門
と
財
務
部
門
の
二
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
川
法
・
行
政
部
門
は
、
鍼
上
位
に
ロ
ヨ
ー
８℃の、次位に８コ］】、巳目色の、次いで８日日のご□ロ①ロの】のカーＩ
．
．
§
．
Ⅲ
濁
し、その下に多数の書記①〆の①□〔・【たちが配置されるという
構成を取っていた。］目のの」○○三・は上位に位置する役人た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
職
務
に
つ
い
て
は
不
明
な
と
こ
ろ
が
ほ
とんどであるし下しながらも、８白日のロロュ①昌一⑰については、
四
世
紀
中
葉
以
降
に
刑
事
訴
訟
に
携
わ
っ
た
り
、
囚
人
の
拘
留
、
拷
問
役
の
管
掌
と
い
っ
た
任
務
に
あ
た
っ
て
い
る
姿
が
確
認
で
き
る
こ
テオドシウス法典（Ｏ・ロ関日声の。ｇｏの国自切）（一七）（後藤）
とを指摘している。
⑳
第
二
巻
第
二
六
章
第
三
法
文
同
Ｔ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
全
地
方
住
民
に
〈
宣
示す〉。
プ
ラ
エ
セ
ス
前略。境界紛争があった場〈口において、州総督の面前に
（１）
訴
え
ら
れ
る
土
地
が
五
ペ
ー
ス
未
満
で
あ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
っ
た
（２）
と
き
に
の
み
、
裁
定
人
は
拒
絶
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
。
当
該
訴
訟
ぜなら、法文⑲で出てきた己日三⑫〔【・の語（のＣＳＣ可①ｓの
は
「
（
部
局
を
）
司
る
」
の
意
味
で
解
釈
）
が
本
法
文
で
も
使
わ
れ
ている上、「官職要覧」三○三四豆、ご旨日日の帝室財産管理
長官８日のの『の日日目ぐ色白白白の項から、目己８言のがすべ
て
の
記
録
簿
の
管
理
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る。
（４）のｇの８つ［一○に従えば付与年は一一一一一一一年となるが、この年
に
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
ト
レ
ー
ウ
ィ
リ
ー
に
い
た
と
は
考えがたく、二．ヨヨの①Ｐ＆戸一・は⑫ｇの日已○に何らかの誤
記があると考える。の。［言沖①ｓの》＆ケ」・は本勅法がガリァ
道長官に送られたものと考え、、己のａ已○は本来トレー
ウィリーで「掲示された」であったと解釈し、の①の畠容‐
鴇鳥菖も．］⑭】もこれに従う。
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が
そ
れ
以
上
の
広
さ
に
関
わ
る
と
き
は
、
境
界
を
め
ぐ
る
訴
訟
で
は
な
く
所
有
権
を
め
ぐ
る
そ
れ
で
あ
る
の
で
、
州
総
督
自
身
の
面
前
で
決定されねばならない。〈一方〉共有者が〈他方〉共有者
か
ら
何
か
を
請
求
す
る
と
き
は
、
何
程
か
が
給
付
さ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
を
州
総
督
が
ま
ず
決
定
し
、
つ
い
で
履
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
確
定
し
た
も
の
が
裁
定
人
を
通
し
て
回
復
さ
れ
る
べ
し
。
バ
ッ
ス
ス
と
ア
ブ
ラ
ー
ウ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
八
月
一
日に付与す。
（１）□巳且巨の己巴のの・五ペース（Ⅱ一四六、八七ｍ）という幅
は
、
も
と
も
と
十
二
表
法
の
第
七
表
第
一
条
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
隣
り
合
う
家
屋
間
に
五
ペ
ー
ス
の
空
間
を
設
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
公
的
規
律
に
由
来
す
る
。
同
表
第
二
条
に
よ
れ
ば
、
五
ペ
ー
ス
の
境
界
幅
が
保
た
れ
ず
に
争
い
と
な
っ
た
と
き
は
、
土
地
境
界
画
定
訴
権四＆・言旨目］【①、目９２日により訴えを提起でき、この訴
訟では土地測量役四円目①二ｍＣ【が閂三のＨとして登場する。
、［蚕の①【巳自弓喜ｓ二》、ミミミ員（法文⑳註（３）所引）・
ロロ・』四ｍ｛。
（
２
）
閂
三
Ｒ
・
帝
政
前
期
ま
で
は
、
専
門
的
、
技
術
的
知
識
を
要
す
る
紛
争
の
解
決
に
お
い
て
、
裁
判
担
当
政
務
官
は
、
審
判
人
に
代
え
て
専
門
家
た
る
裁
定
人
を
指
名
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
具
体
的
に
は
、
共
有
物
も
し
く
は
相
続
財
産
の
分
割
、
ま
た
は
境
界
線
の
画
定
に
係
法
政
史
学
第
六
十
八
号
（
同
［
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
］
帝
が
）
全
地
方
住
民
に
〈宣示す〉。
前
略
。
未
成
年
者
の
保
護
者
、
す
な
わ
ち
後
見
人
ま
た
は
保
佐
人
が
、
訴
訟
上
請
求
さ
れ
て
い
る
物
の
関
係
者
と
し
て
、
命
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
〈
後
見
人
ま
た
は
保
佐
人
と
し
て
〉
遂
行
す
る
こ
と
を
拒
絶
し
、
彼
ら
Ｔ
未
成
年
者
）
を
事
実
に
反
し
て
〈
訴
訟
当
事
者
（１）
（２）
と
し
て
〉
名
指
し
し
た
と
き
は
、
未
成
熟
者
か
成
熟
者
か
を
問
わ
ず
⑳
第
三
巻
第
三
○
章
第
四
法
文
る紛争解決において指名された。因の田①【》ごミニ８皇ら□（（‐
言ミミ（法文⑳註（３）所引）》の．ご・［宵三の【］・帝政後期に
あ
っ
て
は
、
実
地
検
証
や
、
そ
れ
に
関
わ
る
調
査
を
自
ら
の
裁
量
に
よ
り
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
授
権
さ
れ
た
裁
判
官
を
意
味
し
、
こ
れ
は
、
当
事
者
に
よ
っ
て
自
由
に
選
任
さ
れ
る
仲
裁
人
と
し
ての閂三①【とは異なる。。（蚕の９国凶良一・ロ自己ミ冒言園萱｛‐
、§困鴬量（法文⑱註（３）所引）も．、乞・の。ご◎可のｓの》＆
す一・によれば、五ペースという幅員内に関して訴えが提起
さ
れ
た
と
き
は
、
州
総
督
は
一
人
の
裁
定
人
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
を
本
勅
法
は
「
拒
絶
さ
れ
な
い
」
と
表
現
し
て
い
る
と
し
、
十
二
表
法
上
の
三
人
の
裁
定
人
と
対
比
し
て
い
る
。
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何
も
の
も
失
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
、
訴
訟
の
結
果
の
い
か
ん
に拘わらず、〈係争物の〉評価がなされて、その三分の一
か
ら
計
算
さ
れ
た
金
額
だ
け
、
保
護
者
は
自
身
の
財
産
か
ら
国
庫
に
支払うべし。もし保護者が貧困であるときは、完全な権利
（３）
が
未
成
年
者
自
身
に
保
持
さ
れ
る
条
件
で
、
頭
格
減
少
を
受
け
て
、
ローマ市民たることを止めるものとする。（後略）
バ
ッ
ス
ス
と
ア
ブ
ラ
ー
ビ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
八
月
一
日
に付与す。
（
１
）
帝
政
前
期
の
終
わ
り
頃
に
は
ま
だ
、
二
五
歳
未
満
者
日
ご
日
が
訴
訟
遂
行
の
た
め
に
保
佐
人
を
設
定
す
る
必
要
性
は
必
ず
し
も
な
か
っ
た
が
、
訴
訟
の
相
手
方
は
保
佐
人
の
設
定
を
政
務
官
に
要
求
す
る
こ
と
は
で
き
た
。
し
か
し
、
し
だ
い
に
、
二
五
歳
未
満
看
が
訴
訟
遂
行
す
る
に
は
保
佐
人
を
必
要
と
す
る
と
の
考
え
が
強
ま
っ
て
き
た
と
さ
れる。。｛・蚕の①【》ＤＢごミ冴言写ミミＳ三（法文⑮註（２）
所引）・弓・臣『｛・白・］「・法文⑫および⑲をその註とともに参
召血。
Ⅱ
小
（２）未成年者（日日・円）、未成熟者（本法文では層ローーロの）、成
熟者（本法文では＆色盲の）については、法文⑮註（２）、
法文⑰註（２）、法文⑬註（２）．（５）、法文⑯註（４）、
および法文⑮註（９）を参照。
（３）頭格減少、昌房□①日曰三○については法文⑳註（６）を
テオドシウス法典（Ｏ・Ｑ２目ケ①８．⑫一自巨⑫）（’七）（後藤）
コーンスタンティーヌス帝が地方住民に〈宣示す〉。
前
略
。
訴
訟
未
決
の
間
は
、
争
い
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
も
の
は、贈与、購入、何であれその他の契約に基づいて、親密
な
関
係
に
あ
る
者
ま
た
は
親
密
で
な
い
者
に
移
転
さ
れ
る
べ
き
も
の
ではなく、〈もし移転されたとしても〉それにも拘わらず、
あ
た
か
も
何
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、
訴
訟
は
終
結
さ
れ
るべし。
り
も
し
後
見
の
事
案
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
き
は
、
裁
判
官
（１）
の
審
理
の
後
、
判
決
を
補
壱
工
す
る
も
の
と
し
て
、
裁
定
人
が
設
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
も
は
や
裁
定
人
で
は
な
く
、
執
行
人
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
後
略
。
バ
ッ
ス
ス
と
ア
ブ
ラ
ー
ウ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
八
月
一
日
に
付
与
す
。
⑳
第
四
巻
第
五
章
第
一
法
文
（１）日の巨已□｝の日のご已回］ロ【①ご巨昌一四（己已の．⑦○ｓ○吋＆屋の》＆ず．｝・によ
れ
ば
、
裁
判
官
、
す
な
わ
ち
州
総
督
は
、
後
見
人
ま
た
は
共
有
者
か
参
昭
ｊｏｂ、
○
九
一
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⑳
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二
巻
第
三
○
章
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一
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文
コ
メ
ス
コ
ー
ン
ス
ル
級
州
総
督
、
総
監
、
お
よ
び
道
長
官
に
代
わ
っ
て
裁
くｌ）
判
を
す
る
者
た
ち
が
、
上
訴
、
授
権
些
ご
れ
た
こ
と
、
通
常
審
理
の
い
ず
れ
に
つ
き
判
決
を
下
し
た
の
か
を
問
わ
ず
、
そ
の
者
た
ち
〈
の
担
当
審
級
〉
か
ら
異
議
申
立
さ
れ
る
こ
と
を
我
等
は
許
容
す
る
。
た
だ
し
、
上
訴
者
に
裁
判
官
が
上
申
書
の
写
し
を
与
え
、
両
当
事
者
の
反
（２）
対
答
弁
書
お
よ
び
向
口
身
の
書
簡
付
き
一
件
書
類
を
我
等
に
送
付
す
る
示す〉。
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
全
地
方
住
民
に
〈
宣
法
政
史
学
第
六
十
八
号
ら
何
か
が
給
付
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
否
か
を
判
断
し
、
そ
の
後
に
裁
定
人
を
設
定
し
て
、
こ
の
者
を
通
し
て
給
付
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
こ
と
が
「
判
決
を
補
完
す
る
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
えに○・ｓ。（Ｈ①Ｓｍはこの句を、旨８口の且巨①ゴロ；の〔＆
８臣⑫四日ロのロ言の言一のｐｇＢの①貝①目日目＆日（「続けて、訴訟
を
完
全
に
終
了
さ
せ
る
た
め
に
」
）
と
言
い
換
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
の
裁
定
人
は
、
法
文
⑳
註
（
２
）
に
現
れ
る
共
有
物
の
分
割
や
境
界
画
定
の
際
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
訴
訟
を
完
全
に
終
了
さ
せ
る
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
る
か
ら
、
「
執
行
人
」
と
さ
れ
る
、
と
す
る。
こ
と
。
こ
れ
に
対
し
、
唯
一
皇
帝
に
代
わ
っ
て
裁
判
を
行
う
と
正
当
にも一一一一口われねばならない道長官からは、今や我等の尊厳が
汚
さ
れ
る
と
み
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
異
議
申
立
さ
れ
る
こ
と
を
我
等
は
許
さ
な
い
。
上
訴
を
提
出
し
た
も
の
の
裁
判
官
に
よ
っ
て
受
け
付
け
ら
れ
て
い
な
い
旨
、
敗
訴
者
が
主
張
す
る
と
き
は
、
あ
た
か
も
上
訴
が
受
け
付
け
ら
れ
た
も
の
と
し
て
、
道
長
官
の
面
前
で
新
た
に
争
うために、道長官のもとに赴くべし。そして、〈原審での〉
敗
訴
者
は
、
不
当
に
上
訴
し
た
と
み
ら
れ
る
と
き
は
、
敗
訴
し
た
上
、
不
名
誉
者
と
し
て
立
ち
去
る
べ
し
。
一
方
、
勝
訴
し
た
と
き
は
、
上
訴
を
受
け
付
け
な
か
っ
た
裁
判
官
に
つ
い
て
、
相
応
の
刑
罰
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
我
等
に
報
告
さ
れ
る
べ
し
。
バ
ッ
ス
ス
と
ア
ブ
ラ
ー
ウ
ィ
ウ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
八
月
一
日
に
付
与
し
、
九
月
一
日
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ポ
リ
ス
で
掲
示
す。（１）の〆□①一①、四ｓ・裁判における授権には二つ考えられる。最
も厳密な意味でのそれは□①｝の、畳①言一二ｓ・己のまたは
旨回ｍＢｓＣＱの一①忠画と表現され、事案を審理し、判決を下す
た
め
に
皇
帝
が
第
一
審
ま
た
は
上
訴
審
に
お
い
て
、
官
僚
ま
た
は
私
人にその裁判権を与えることをいう（の〆ロゴ言ロ①｜の、畳・‐
ロ
の
）
。
一
方
、
特
定
の
問
題
に
つ
き
、
皇
帝
ま
た
は
高
位
の
官
僚
裁
九
一
一
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判官が他の官僚または私人に授権する場合もある。
前者は、皇帝が通常の裁判組織体制に反して他の機関に
その裁判権を移す、いわば代理である点に特徴を有する。
Ｃａ言【一一とも表現される通常の裁判組織は、軍事及び国庫
に係る裁判組織に対比される一方、Ｃａ旨昌一という用語
は、最下級審の吐規裁判官としての州総督をも示し、これ
はより高位の裁判権保持者（己『・８口のロー》言目巨の七日の冒白の
等）と対比される（法文⑤註（２）参照）。これに対し、
後者は、特別授権とされ、個別事例ごとに、皇帝または高
位官僚が官僚または私人を選任して授権し、当該被授権者
たる裁判官は皇帝の名前または授権政務官の名前で判決を
下すことになる点に特徴を有する。本件は、後者に属する
ケースとされる。。｛・因の『ぬ円・雪ＱＧミミ胃ロミミミ（法文
⑳註（３）所引）》の。ご・［旨口のｓｓｏＱの｜の恩国］一蚕の巴困四三》
ロロミミ言言Ｎ三ｓ§§ミミ（法文⑭註（３）所引）・弓
、国⑭０ｍ』画。
（２）上申書と反対答弁書については法文⑲註（３）、一件書
類については法文⑪、⑫、⑳、⑪を参照。
同Ｔコーンスタンティーヌス）帝が全地方住民に〈宣
テオドシウス法典（ｏＣＱ関弓ロのａ。⑫一目この）（一七）（後藤）
示す〉。
（１）
〈法律上〉許されている異議申立をしなかった者は、、水
久に沈黙しなければならず、恥知らずにも請願によって助
力を我等から求めるべきでもない。もしそのことをなした
（２）
ときは、流刑により罰せられるべし。
バッススとアブラーウィウスがコーンスルの年の八月二
Ⅱに付与し、九川一Ⅱに掲示す。
⑳
第
二
巻
第
三
四
章
第
一
法
文
（１）一己白・の・弓・可①Ｓｍ》且ケ」・は、△目の○日昌宮のｇ〔①［（「万人
に開かれている」）と言い換えるが、上訴期間、提出書類
などにつき既に公になっている法令（法文⑨＋⑩、法文
⑳、⑳、⑳、⑲、⑲および⑳を参照）を前提とした語と考
えることも可能であり、ここでは後者の意に解して訳出し
た。
（２）□８．耳目一Ｐ法文⑩註（２）を参照。
コーンスタンティーヌス帝が全地方住民に〈宣示す〉。
コ
メ
ス
異議由‐立をせずにおきながら、総監および我等に代わ
九
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六
十
八
号
（１）
って裁判を行ったその他の者たちの判決に反して訴訟を再
開しようとし、恐怖に駆られて上訴の手段をとらなかった
と主張する者は、全財産没収とともに島に追放され、その
（２）
財産は国庫に付与されるべし。その件については、裁判
は、我等または我等の命令に基づいて道長官のそれとなる
べし。バッススとアブラーウィウスがコーンスルの年の八月一
日
に
付
与
し
、
九
月
一
日
に
掲
示
す
。
（１）言①ロ。の〔日．この表現は、本勅法以外、’一一法文（本法典第
一一巻第三○章第二一法文、同巻同章第二八法文、同巻第
一一一六章第一一一法文）でみられ、ここではぐ】８の胃国と同じ意
味と理解して翻訳している。。｛・○・の三の冒員等暮雪胃
局員員§ミヨ８ｓ②言震い（団の【］日］①囲［三Ｈ・三口のの宣日
。①①①］）】いく。［ロ○の〔のＨ］》［ご】、扇］。
（２）曰ＣｇＲの・の。ごＣ沖のＳｍのパンクチュエーション（旨Ｃｇ
Ｈ①の前がセミコロンで、前文につながる）に従えば、「恐
怖に駆られて上訴の手段をとらなかったときは、裁判は、
我等または我等の命令に基づいて道長官のそれとなるべ
し」の意になるが、それでは本法文の内容と矛盾する。こ
こでは冒目胃のの前にピリオドを打ち前後を分かつ三・日ヨー
のｇのパンクチュエーションに従い、「（原審裁判官の脅し
（１）
同（Ⅱコーンスタンーナィーヌス）帝がエウァグリウスに
〈宣示す〉。
いかなる官庁であれそこに属する役人から生まれた者た
ちは、その者たちの親が今なお〈職務の〉誓約に縛られて
いるのであれ、既に退官してしまっているのであれ、親
（２）
の職に就くベー」。
バッススとアブラーウィウスがコーンスルの年の八月四
日に付与す。
⑳
第
七
巻
第
一
三
章
第
三
法
文
（１）亘国召巨の．エゥァグリウスについては、法文⑤註（１）お
よび（４）、法文④註（１）、法文⑯註（１）参照。
（２）一○２ｍ・の。＆・可巴巨の》＆ず」・によれば、本法文の－．２のは
己一一ｇと同じ意味を示す。、（・］目のの》に閏己ロ・＄←｛・・二・三・
にも拘わらず、上訴は正規の手続に従って進めるべきであ
り、）上訴がなされていた場合には管轄が皇帝か道長官で
ある」という意味に解して訳出している。 九
四
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一
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巻
第
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一
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（１）
同（Ⅱコーンスタンーナィーヌス）帝がエウァグリウスに
〈宣示す〉。
様々な都市の少なからぬ都市参事会員たちが、公けの保
護
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
未
成
年
者
た
ち
を
節
操
も
無
く
都
市
参
事
会
の成員集剛へと召集し、かくて、少なからぬ七・八歳の者
たちを指名したことが確認されている。それゆえ、我らは
（２）
以下のごと／、決定する。すなわち、一八歳にならない限
り
、
何
ぴ
と
も
決
し
て
指
名
に
よ
り
都
市
参
事
会
へ
と
召
集
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
諸
々
の
役
割
へ
の
奉
仕
に
服
す
る
よ
う
強
要
さ
れ
て
も
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
者
た
ち
が
将
来
も
守
ら
れ
る
こ
と
を
我
等
は
望む。また、この年齢以下でありながら、既に〈都市参事
会へ〉指名されてしまった者たちが束縛から解放されるよ
う
、
都
市
参
事
会
員
か
ら
取
り
除
か
れ
る
こ
と
を
我
等
は
望
む
。
な
（３）
ぜなら、一八歳になったときに、付与共これた法に基づいて
ミ
ー
リ
テ
ィ
ア
（
４
）
国家公務へその名を加えることが出来なかった、リ避けた
りしたならば、都市への奉仕に引き渡されることが可能だ
か
ら
で
あ
る
。
バッススとアブラーウィウスがコーンスルの年の八月四
日
に
付
与
す
。
テオドシウス法典（Ｃａの〆弓ロのＣＱ・の一目この）（一七）（後藤）
⑳
第
一
二
巻
第
一
章
第
二
○
法
文
（１）向く緒言の．エウァグリウスについては、前掲法文⑳註
（１）を参照。
（２）都市参事会員の資格年齢については、法文⑦註（３）を
参照。
（３）本法文は法文⑲と日付が同じであり、二○日日の目によれ
ば本来は一つの法文であった。その法文⑳は兵士や退役兵
の息子についての章に収められている。のＣ＆Ｃ可の目印》＆ず．
｝・も本法文を退役兵の息十の都市参事会への加入をめぐる
問題を扱ったものとしている。退役兵の息子の都市参事会
加入をめぐる問題については、法文⑭、法文⑳、法文⑲、
法文⑳を参照。ただし、法文⑳が兵士や退役兵の息子につ
い
て
の
章
に
入
れ
ら
れ
た
の
は
後
代
の
編
纂
者
の
判
断
で
あ
り
、
本
法
文
を
退
役
兵
の
息
子
に
つ
い
て
扱
っ
た
も
の
と
は
限
定
で
き
な
い
。
都
市
参
事
会
の
加
入
年
齢
を
一
八
歳
と
す
る
規
定
に
つ
い
て
は、法文⑪を参照。
ミ
ー
リ
テ
ィ
ア
（４）日二一四・国家公務については、法文⑳註（３）および法文
⑭註（４）を参照。
何
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
道
長
官
エ
ウ
ァ
グ
リ
九
五
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（１）
ウスに〈一日一示す〉。
（２）
年齢に基づきながらであれ業績に基づきながらであれ
パ
ト
リ
ア
（
３
）
ム
ネ
ラ
（４）
都市の全負担を一工全に果たしてしまわない限り、都市参
（５）
事〈云員の何ぴとも管理官職や都市監督官職に就いてはなら
ない。政務を掌ることを望み、〈有力者の〉推薦により実
際にその地位に就いた者は、求めた職務から排除されるの
（６）
みならず、勅書や親任状がその者からただちに取り上げら
れ、〈その者は〉宮廷へ送られるべし。
バッススとアブラーウィウスがコーンスルの年の八月一
（７）
一一日に付与す。
（１）両目四房・エウァグリウスについては、前掲法文⑳註
（１）を参照。
（２）の◎吾・可①目の》＆ず」・によれば、「年齢」とは高齢ゆえ負担
を免れることを示し、「業績」とは都市の政務官職を果た
し
た
こ
と
を
示
す
。
バ
ト
リ
ア
（３）已凹曰四・都市については、法文⑱註（２）参照。
（４）己の』・日已宮の○日ロＢＣＢ目＆宮のの四房符８１ｓ呉昌①．都市の
負担については、ディオクレーティァーヌス帝治世のへル
モゲニアーヌスや、同時代のアルカディウスⅡカリシゥス
といった法律家たちによって詳細にリストアップさている
Ｓ輯弓・←）。それによれば、公共建造物の維持、都市への
食糧供給、都市公文書の管理など多岐に渡る。ただし、そ
こに列挙されているものがすべてではなく、変更されるこ
ともあったという。詳しくは、Ｆｇ①一一①ご）屠吻三冴巨二》卓
ミミさミミミ目団自‐向ご言（法文⑳註（２）所引）》弓・
■つつ‐四尾］目①の『匡白七・二ＰＰ君を参照□なお、法文⑮で
は、都市の全負担を果たすことなく推薦によって得たペル
フエクティッシミー級などの栄誉は無効とされる旨、規定
されている。また、負担一般については、法文⑤註（３）、
法文⑳註（３）を参照。
（５）ロ・目【豊。□①のぐの一目『四：三国巨曰・管理官職と都市監督官
職のうち、後者の都市監督官職については他の史料からも
広く知られている。異説はあるものの、トラーャーヌス帝
治世のイータリアで初めて確認される官職である。当初
は、財政に問題のある都市に対し皇帝によって派遣された
職だったが、四世紀には都市の政務官職に変質していった
とされる。詳しくは、Ｆ８の一一のご『ｇ・鼻弓・」の墨・を参照。そ
れに対し、管理官職については明確ではない。の○二・‐
可①ｓの》＆ず．｝・はＱぐ盲目日を口ｏ２Ｈ昌・どののと２日⑪双方に
かかるものと解しており、その場合、訳は「都市の管理官
職や監督官職」となる。しかし、ＰＳの一一のご》ｇ・具も．］雪
目圏←は本法文に示されている都市管理官職の存在につい
ては不明としている。また、法文⑪では、管理官職を購っ
て国庫から利益を得た後、解職を得た者は都市参事会員に
任命される旨、規定されている。その法文⑪では皇帝領の
九
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管
理
官
と
解
し
て
註
を
付
し
た
。
（６）の己一ｍ目一四ぐの－８日Ｑ一一一・の。（言吋の目の》＆ず．一・は①ロの三四を皇帝
に
よ
る
官
職
へ
の
任
命
状
、
８
□
三
一
一
を
行
政
関
係
の
も
の
と
解
し
ている。しかし、因①侭①Ｈ）向菖ミニｇミロロミミロミ（法文⑳註
（３）所引））の．ご・［８ｓＱ一一Ｅの］一四の巨日目貝の①民の一・の・ぐ・［８日Ｑ｝‐
旨
の
］
は
、
８
ｓ
Ｑ
言
の
を
皇
帝
に
よ
る
官
職
へ
の
任
命
状
と
し
て
い
る。また、］・ロ①の》口臼ら・田○は、８己三四への加入の説明
に際して、８＆９－と｝①耳①【は似たような効果を持つものと
説
明
し
、
前
者
は
受
け
取
り
手
を
実
際
の
８
日
①
ｍ
と
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
①
〆
８
己
弓
房
の
地
位
を
与
え
る
も
の
と
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
両
者
の
違
い
と
し
て
、
与
え
ら
れ
る
特
権
な
ど
質
的
な
違
い
が
あ
っ
た
と
想
定
し
て
い
る
。
な
お
、
法
文
⑲
で
は
８
Ｑ
二
言
を
小
書
附
と
訳
出
し
た
が
、
法
文
⑪
や
本
法
文
に
おける８日Ｑ｝｜巨のは、小書附と訳すべき８ｓＱ旨の（これに
つ
い
て
は
法
文
⑬
註
（
２
）
お
よ
び
法
文
⑳
を
参
照
）
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
親
任
状
と
訳
出
す
る
こ
と
に
す
る
。
（
７
）
本
法
文
は
先
の
法
文
⑳
。
⑭
と
あ
わ
せ
、
単
一
の
法
文
を
構
成
し
て
い
た
と
二
・
自
己
の
目
は
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
本
法
文
は
法
文
⑳。⑳とは日付が異なる。二・【目〕の①ロやめ①の烏尽、困曾）
弓』の］一おｍは、本法文の、付を法文⑭．⑪にあわせ八月
四Ｈとすべきだとしている。他力、⑦ＣＳＣ陣①Ｓｍ）＆ず」・は
本
法
文
の
日
付
を
変
え
ず
、
法
文
⑭
の
日
付
を
本
法
文
に
あ
わ
せ
る
テオドシウス法典（Ｏ・」関日彦の。□。⑩一目５）（’七）（後藤）
べき」としている。
（未完）
（
附
記
）
今
回
の
担
当
者
は
、
大
清
水
裕
、
後
藤
篤
子
、
芹
澤
悟
、
田
中
創
、
林
信
夫
、
樋
脇
博
敏
で
あ
る
、九
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